
 公 開 講 演 会 

 

2020年 １月 １１日 （土） 14：00 ～ 17：30 

戸山キャンパス 39号館 6階 第7会議室 

秋山 徹（早稲田大学高等研究所准教授） 

講演者プロフィール 
北海道大学大学院修了(学術博士)。専門は中央ユーラシア近現代史。著書に『遊牧英
雄とロシア帝国』（東京大学出版会、2016年）、論文に「遊牧英雄のリアリズム」野田仁・
小松久男編『近代中央ユーラシアの眺望』（山川出版社、2019年）などがある。2019年4
月より早稲田大学高等研究所准教授。 

日 時 

会 場 

講演者 

14:00～14:10  開会挨拶 

14:10～15:10  講演「露領中央アジア遊牧系軍事エリートの次世代育成」(秋山徹) 
 15:10～15:30  休憩 

15:30～17:30  討論             ＊司会：谷口眞子（早稲田大学文学学術院） 

§プログラム§ 

＊共催「軍隊と社会の歴史」研究会、 基盤研究(A)「19世紀を中心とした軍事的学知をめぐる人と書物の交錯」 

「中央アジア遊牧系軍事エリート」といえば、馬に乗った勇敢な騎馬戦士をイメージするかも

しれない。しかし、彼らは文字通り、軍事指導者であったと同時に、子どもたちの将来、とりわ

け彼らのキャリアパスに思い悩む「教育パパ」としての側面を有してもいた。本講演では、19

世紀中期から20世紀初頭にかけて、ロシア帝国統治下の中央アジア遊牧社会のリーダーた

ちを事例に、彼らがいかなるネットワークを形成し、どのような教育を次世代に施そうとして

いたのか考えてゆきたい。 

 

 

 

 

 

早稲田大学高等研究所＜新しい世界史の可能性＞セミナーシリーズ 


